
発行可能株式総数
発行済株式の総数

株主数

大株主 

21,600,000株
7,492,652株

（自己株式121,302株を含む）

3,788名
（前期末比25名減）

株 主 名 持株数（百株） 持株比率（％）

若光株式会社 12,233 16.60 
若尾　富士男 2,789 3.78 
株式会社山梨中央銀行 2,680 3.64 
若尾　磯男 2,078 2.82 
若尾　政男 1,527 2.07 
株式会社376 1,489 2.02 
株式会社SBI証券 1,269 1.72 
株式会社商工組合中央金庫 1,200 1.63 
リバー従業員持株会 991 1.34 
伊藤 博 900 1.22 

（注）持株比率は、自己株式1,213百株を控除して計算しております。

商号 リバーエレテック株式会社
RIVER ELETEC CORPORATION

設立 1951年3月9日
資本金 10億7,052万円
従業員数 75名
役員 代表取締役社長 若 尾 　 富 士 男

専務取締役 萩 原 　 義 久
取締役 高 田 　 泰 弘
取締役 雨 宮 　 正 人
社外取締役 武 井 　 義 孝
常勤監査役 古 屋 　 延 行
社外監査役 越 智 　 大 藏
社外監査役 野 村 　 裕

本社所在地 〒407-8502
山梨県韮崎市富士見ヶ丘2丁目1番11号

WEBサイト http://www.river-ele.co.jp/ja/
決算や会社について、より詳細な情報をご覧いただけます。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

株主メモ

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
基 準 日 定時株主総会 毎年3月31日

期末配当 毎年3月31日
中間配当 毎年9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して
定めた日

株主名簿管理人

事 務 取 扱 場 所

東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社
東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

公 告 方 法 当社ホームページに掲載する。（電子公告）
<http://www.river-ele.co.jp/>
ただし、事故その他の止むを得ない事由によって電子
公告によることができない場合は、日本経済新聞に掲
載して行います。

上場証券取引所 東京証券取引所　JASDAQ（スタンダード）

未払い配当金のお支払い、支払い明細等の発行に関するお問い合わせ

お手続き
お問い合わせ先

〒168-8507　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL.0120-288-324（フリーダイヤル）

お取扱店 みずほ信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
みずほ証券株式会社　本店及び全国各支店

住所変更、単元未満株式の買取請求、配当金受取り方法のご指定、相続に伴うお手続き等

証券会社でお取引をされている株主様
お手続きお問い合わせ先 お取引のある証券会社

特別口座に記録されている株主様
特別口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社

お手続きお問い合わせ先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
TEL.0120-782-031（フリーダイヤル）

特別口座での留意事項 ①  特別口座では、株式の売却はできません。売却す
るには、証券会社にお取引の口座を開設し株式の
振替手続を行う必要がございます。

②  株券電子化前に名義書換を失念してお手元に他人
名義の株券がある場合は至急ご連絡ください。
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株式の状況 Stock Information
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トップメッセージ Top Message 連結決算ハイライト Financial Highlights トピックス Topics

　株主の皆様には、ますますご清栄のこととお慶び申し
あげます。平素は格別のお引き立てを賜り、心より厚く御
礼申しあげます。
　当第2四半期連結累計期間における売上高は、スマート
フォン向けの受注が好調だったことから、前年同期比
2.2％増の20億10百万円となりました。営業損失は、前年
同期に比べ3億24百万円改善して71百万円、経常損失は、
前年同期に比べ3億4百万円改善して79百万円、親会社株
主に帰属する四半期純損失は、前年同期に比べ3億15百万
円改善して76百万円となりました。
　いずれも前年を上回る業績となり、少しずつですが、経
営合理化や収益性を重視した営業活動による改善効果が
見られる結果となりました。また期初に発表しました業績
予想値と比較しましても、これを上振れて折り返すことが
できました。
　一方では、世界経済の貿易摩擦による景気後退や業界
内での価格競争の激化など、当社を取り巻く環境は今後
も予断を許さない状況が続くものと考えています。引き
続き、グループ全体の最適化による固定費削減をはじめ、
生産及び販売管理による営業・製造間の強固な連携を推
し進め、着実に通期の黒字化に向けて鋭意努めてまいり
ます。
　当期の中間配当につきましては、当社の利益還元の基
本方針を踏まえ、連結業績及び配当性向等を総合的に勘
案した結果、未定としておりました配当予想を、大変申し
訳ありませんが、無配とさせていただきます。
　株主の皆様には、何卒ご理解とご支援を賜りますよう
よろしくお願い申しあげます。

2019年12月

構造改革で
黒字化に向けた
収益改善を

売上高

2,010百万円
前年同期比
2.2%増

経常利益

△79百万円
前年同期
△383百万円

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

△76百万円
前年同期
△392百万円

総資産
6,443百万円
純資産
751百万円

代表取締役社長　若尾富士男

音叉型水晶振動子「TFX-04」の躍進
　リバーエレテックの音叉型水晶振動子の歴史は浅く、
市場参入は2002年と後発でしたが、続々と新製品を世
に送り出してきました。どこよりも早い製品化と市場
実績によって『小型製品＝リバー』の名を獲得してま
いりました。
　現在では、音叉製品の販売数量に関しては、過去8年
の平均成長率12％と躍進を遂げ、TFX-04（1.6×1.0
×0.5mm）は、世界シェア50％超（自社調べ）を誇っ
ています。近年、世界的な標準パッケージが3215サイ
ズから2012サイズや1610サイズに移行するなか、
TFX-04の故障率の低さなどが市場で注目され、スマー
トフォン向けを中心に受注が大幅に増加しております。
　今後もお客様のニーズに
対応した、付加価値の高い
新製品を開発していくため、
リバーは挑戦を続けてまい
ります。

リバー音叉製品の3つの強み（TFX-04）
①高度ブランク設計 ◦耐衝撃性をはじめとした信頼性重視の設計

（特許4219737号、特許4933903号、特許
5089298号）

②水晶フォトリソ加工 ◦ 半導体用装置を駆使し、高精密・高精度な
加工を確立

◦小型化と低損失化の両立

③封止技術 ◦ 「ミクロン単位」の電子ビーム制御で超小型
パッケージ化を実現

◦ 熱ダメージが少ない「局所加熱」封止で周
波数の狭偏差に対応

◦ 高真空、超クリーン状態での封止が品質向
上に貢献



2,243

18/3

4,611

1,967

4,226

（百万円）
第2四半期 通期

19/3

△432

△681

△79

△76

18/3

△209

△383

（百万円）
第2四半期 通期

19/3

△441

△753
18/3

△212

△392

（百万円）
第2四半期 通期

19/3

1,681

18/3

7,782

852

6,508

（百万円）
総資産 純資産

19/3

2,010

4,709
（予想）

20/3

11
（予想）

20/3

10
（予想）

20/3

751

6,443

20/3

2,243

18/3

4,611

1,967

4,226

（百万円）
第2四半期 通期

19/3

△432

△681

△79

△76

18/3

△209

△383

（百万円）
第2四半期 通期

19/3

△441

△753
18/3

△212

△392

（百万円）
第2四半期 通期

19/3

1,681

18/3

7,782

852

6,508

（百万円）
総資産 純資産

19/3

2,010

4,709
（予想）

20/3

11
（予想）

20/3

10
（予想）

20/3

751

6,443

20/3

2,243

18/3

4,611

1,967

4,226

（百万円）
第2四半期 通期

19/3

△432

△681

△79

△76

18/3

△209

△383

（百万円）
第2四半期 通期

19/3

△441

△753
18/3

△212

△392

（百万円）
第2四半期 通期

19/3

1,681

18/3

7,782

852

6,508

（百万円）
総資産 純資産

19/3

2,010

4,709
（予想）

20/3

11
（予想）

20/3

10
（予想）

20/3

751

6,443

20/3

2,243

18/3

4,611

1,967

4,226

（百万円）
第2四半期 通期

19/3

△432

△681

△79

△76

18/3

△209

△383

（百万円）
第2四半期 通期

19/3

△441

△753
18/3

△212

△392

（百万円）
第2四半期 通期

19/3

1,681

18/3

7,782

852

6,508

（百万円）
総資産 純資産

19/3

2,010

4,709
（予想）

20/3

11
（予想）

20/3

10
（予想）

20/3

751

6,443

20/3

トップメッセージ Top Message 連結決算ハイライト Financial Highlights トピックス Topics

　株主の皆様には、ますますご清栄のこととお慶び申し
あげます。平素は格別のお引き立てを賜り、心より厚く御
礼申しあげます。
　当第2四半期連結累計期間における売上高は、スマート
フォン向けの受注が好調だったことから、前年同期比
2.2％増の20億10百万円となりました。営業損失は、前年
同期に比べ3億24百万円改善して71百万円、経常損失は、
前年同期に比べ3億4百万円改善して79百万円、親会社株
主に帰属する四半期純損失は、前年同期に比べ3億15百万
円改善して76百万円となりました。
　いずれも前年を上回る業績となり、少しずつですが、経
営合理化や収益性を重視した営業活動による改善効果が
見られる結果となりました。また期初に発表しました業績
予想値と比較しましても、これを上振れて折り返すことが
できました。
　一方では、世界経済の貿易摩擦による景気後退や業界
内での価格競争の激化など、当社を取り巻く環境は今後
も予断を許さない状況が続くものと考えています。引き
続き、グループ全体の最適化による固定費削減をはじめ、
生産及び販売管理による営業・製造間の強固な連携を推
し進め、着実に通期の黒字化に向けて鋭意努めてまいり
ます。
　当期の中間配当につきましては、当社の利益還元の基
本方針を踏まえ、連結業績及び配当性向等を総合的に勘
案した結果、未定としておりました配当予想を、大変申し
訳ありませんが、無配とさせていただきます。
　株主の皆様には、何卒ご理解とご支援を賜りますよう
よろしくお願い申しあげます。

2019年12月

構造改革で
黒字化に向けた
収益改善を

売上高

2,010百万円
前年同期比
2.2%増

経常利益

△79百万円
前年同期
△383百万円

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

△76百万円
前年同期
△392百万円

総資産
6,443百万円
純資産
751百万円

代表取締役社長　若尾富士男

音叉型水晶振動子「TFX-04」の躍進
　リバーエレテックの音叉型水晶振動子の歴史は浅く、
市場参入は2002年と後発でしたが、続々と新製品を世
に送り出してきました。どこよりも早い製品化と市場
実績によって『小型製品＝リバー』の名を獲得してま
いりました。
　現在では、音叉製品の販売数量に関しては、過去8年
の平均成長率12％と躍進を遂げ、TFX-04（1.6×1.0
×0.5mm）は、世界シェア50％超（自社調べ）を誇っ
ています。近年、世界的な標準パッケージが3215サイ
ズから2012サイズや1610サイズに移行するなか、
TFX-04の故障率の低さなどが市場で注目され、スマー
トフォン向けを中心に受注が大幅に増加しております。
　今後もお客様のニーズに
対応した、付加価値の高い
新製品を開発していくため、
リバーは挑戦を続けてまい
ります。

リバー音叉製品の3つの強み（TFX-04）
①高度ブランク設計 ◦耐衝撃性をはじめとした信頼性重視の設計

（特許4219737号、特許4933903号、特許
5089298号）

②水晶フォトリソ加工 ◦ 半導体用装置を駆使し、高精密・高精度な
加工を確立

◦小型化と低損失化の両立

③封止技術 ◦ 「ミクロン単位」の電子ビーム制御で超小型
パッケージ化を実現

◦ 熱ダメージが少ない「局所加熱」封止で周
波数の狭偏差に対応

◦ 高真空、超クリーン状態での封止が品質向
上に貢献

発行可能株式総数
発行済株式の総数

株主数

大株主 

21,600,000株
7,492,652株

（自己株式121,302株を含む）

3,788名
（前期末比25名減）

株 主 名 持株数（百株） 持株比率（％）

若光株式会社 12,233 16.60 
若尾　富士男 2,789 3.78 
株式会社山梨中央銀行 2,680 3.64 
若尾　磯男 2,078 2.82 
若尾　政男 1,527 2.07 
株式会社376 1,489 2.02 
株式会社SBI証券 1,269 1.72 
株式会社商工組合中央金庫 1,200 1.63 
リバー従業員持株会 991 1.34 
伊藤 博 900 1.22 

（注）持株比率は、自己株式1,213百株を控除して計算しております。

商号 リバーエレテック株式会社
RIVER ELETEC CORPORATION

設立 1951年3月9日
資本金 10億7,052万円
従業員数 75名
役員 代表取締役社長 若 尾 　 富 士 男

専務取締役 萩 原 　 義 久
取締役 高 田 　 泰 弘
取締役 雨 宮 　 正 人
社外取締役 武 井 　 義 孝
常勤監査役 古 屋 　 延 行
社外監査役 越 智 　 大 藏
社外監査役 野 村 　 裕

本社所在地 〒407-8502
山梨県韮崎市富士見ヶ丘2丁目1番11号

WEBサイト http://www.river-ele.co.jp/ja/
決算や会社について、より詳細な情報をご覧いただけます。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

株主メモ

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
基 準 日 定時株主総会 毎年3月31日

期末配当 毎年3月31日
中間配当 毎年9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して
定めた日

株主名簿管理人

事 務 取 扱 場 所

東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社
東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

公 告 方 法 当社ホームページに掲載する。（電子公告）
<http://www.river-ele.co.jp/>
ただし、事故その他の止むを得ない事由によって電子
公告によることができない場合は、日本経済新聞に掲
載して行います。

上場証券取引所 東京証券取引所　JASDAQ（スタンダード）

未払い配当金のお支払い、支払い明細等の発行に関するお問い合わせ

お手続き
お問い合わせ先

〒168-8507　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL.0120-288-324（フリーダイヤル）

お取扱店 みずほ信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
みずほ証券株式会社　本店及び全国各支店

住所変更、単元未満株式の買取請求、配当金受取り方法のご指定、相続に伴うお手続き等

証券会社でお取引をされている株主様
お手続きお問い合わせ先 お取引のある証券会社

特別口座に記録されている株主様
特別口座管理機関 三井住友信託銀行株式会社

お手続きお問い合わせ先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
TEL.0120-782-031（フリーダイヤル）

特別口座での留意事項 ①  特別口座では、株式の売却はできません。売却す
るには、証券会社にお取引の口座を開設し株式の
振替手続を行う必要がございます。

②  株券電子化前に名義書換を失念してお手元に他人
名義の株券がある場合は至急ご連絡ください。
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